
第１学年 ７ 資料の活用

中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用

[問題][問題][問題][問題]

中学校

年 組 号 氏名



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

Ａ中学校とＢ中学校の１年生に対して，テス テストの結果（Ａ中学校，Ｂ中学校の１年生）

トを実施しました。右の表は，その結果の度数
得点（点）

Ａ中学校 Ｂ中学校

分布表になります。 度数 度数

あとの(1)から(3)までの各問いに答えなさい。 以上 未満

１ ０ ～ ２０ ３ ３４

１２０ ～ ４０ ７ ７２

１４０ ～ ６０ ４ ４０

１６０ ～ ８０ １１ ３８

１８０ ～ １００ ５ １６

計 ３０ ２００

(1) Ａ中学校のテストの結果の度数分布表から，わかることをかきなさい。

【解答】

(2) 右の表は，上の度数分布表をもとに，Ａ中

学校とＢ中学校のテストの結果の相対度数を
得点（点）

Ａ中学校 Ｂ中学校

求めたものです。 相対度数 相対度数

Ｂ中学校のテストの結果の相対度数を求め 以上 未満

て，右の表の にそれぞれあてはまる ０ ～ ２０ ０.１０

数をかきなさい。 ２０ ～ ４０ ０.２３

４０ ～ ６０ ０.１３

６０ ～ ８０ ０.３６

８０ ～ １００ ０.１７

計 １.００ １.００

(3) Ａ中学校とＢ中学校のテスト結果を比べたとき，どのようなことがわかりますか。

(2)のＡ中学校とＢ中学校の相対度数の度数分布表を比べて，説明しなさい。

【解答】

テストの結果（Ａ中学校，Ｂ中学校の１年生）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

次の表は，たろうさんとけいたさんが，全国の野球場・ソフトボール場（以下「球場」とあ

らわす）の数を都道府県別にまとめたものです。また，下の図は，都道府県別球場数をヒスト

グラムにあらわしたものです。 あとの(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) 佐賀県は，どの階級にはいりますか。

【解答】

(2) 球場数が５番目に多い都道府県を

かきなさい。 【解答】

(3) 球場数が200以上ある都道府県はいくつ

ありますか。 【解答】

(4) 中央値となる都道府県を調べるために，たろうさんは，表を使って，球場数が少ない順

に並べて考えました。それに対して，けいたさんは，ヒストグラムを使って考えたところ，

たろうさんより速く見つけることができました。けいたさんは，どのように考えたかを説

明しなさい。

【解答】

以上のことから，中央値となる都道府県は， である。

（文部科学省『平成１７年度社会教育調査』）

図 都道府県別球場数のヒストグラム

表 都道府県別球場数（2005.10.1現在）
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県名 球場数 県名 球場数 県名 球場数 県名 球場数 県名 球場数

北海道 ５８２ 埼玉 ４１３ 岐阜 １５９ 鳥取 ４７ 佐賀 ４５

青森 ８２ 千葉 ２９２ 静岡 １９３ 島根 ５４ 長崎 ６５

岩手 １０６ 東京 ５６０ 愛知 ３４１ 岡山 ９７ 熊本 １０４

宮城 １３４ 神奈川 １９５ 三重 ７５ 広島 １００ 大分 １０３

秋田 １１３ 新潟 １８７ 滋賀 ４６ 山口 ２９ 宮崎 ８３

山形 ５８ 富山 ５６ 京都 ８９ 徳島 ３２ 鹿児島 ６２

福島 １２９ 石川 ９２ 大阪 １２６ 香川 ６６ 沖縄 ４８

茨城 ２３９ 福井 ７１ 兵庫 １２３ 愛媛 ４６

栃木 ２３６ 山梨 ３２ 奈良 ３５ 高知 ２３

群馬 ２１９ 長野 １９８ 和歌山 ７６ 福岡 １８８



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

右の表は，太郎君の中学校１年男子５０人のハンドボール ハンドボール投げの記録

投げの結果を度数分布表に表したものです。 ハンドボール 度数

次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。 投げ(ｍ) (人)

以上 未満

1５.０ ～ １０.０ ２

１０.０ ～ １５.０ ６

１５.０ ～ ２０.０ １６

２０.０ ～ ２５.０ １７

２５.０ ～ ３０.０ ６

３０.０ ～ ３５.０ ３

計 ５０

(1) 中央値はどの階級にはいっていますか。

【解答】

(2) 度数分布表を見て，気付いたことを１つ書きなさい。

【解答】

(3) 太郎さんのハンド－ボール投げの記録は，１９ｍでした。太郎君の記録は，１年生男子

の全体で見ると，どちらかといえば高い方ですか低い方ですか。その理由もふくめて答え

なさい。

【解答】

方である。



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

Ａ中学校とＢ中学校の１年男子について，５０ｍ走 ５０ｍ走(Ａ，Ｂ中学校１年男子)

を調べ，その結果を右のような度数分布表に整理し ５０ｍ走 Ａ中 Ｂ中

ました。あとの(1)から(3)の各問いに答えなさい。 (秒) 度数 度数

以上 未満

(1) Ａ中学校の太郎さんの記録は，７.８秒でした。 １６.０ ～ １６.５ １ ２

Ｂ中学校のけいたさんは，速い方から数えて６０ １６.５ ～ １７.０ ３ ８

番目でした。太郎さんとけいたさんでは，どちら １７.０ ～ １７.５ ４ １０

が速いですか。その理由もふくめて答えなさい。 １７.５ ～ １８.０ １０ ３０

【解答】 １８.０ ～ １８.５ １５ ５８

１８.５ ～ １９.０ １２ ４４

１９.０ ～ １９.５ ９ ３４

１９.５ ～ １０.０ ３ １４

計 ５７ ２００

(2) 下の図は，Ａ中学校の相対度数の度数分布多角形です。この図に，Ｂ中学校の相対度数

の度数分布多角形をかき入れなさい。

(3) (2)のＡ中学校とＢ中学校の相対度数の度数分布多角形を比べて，気づいたことをかき

なさい。

【解答】

（相対度数）

０.０５

０.１５

０.２０

０.２５

０.３０

０

０.１０

６.０ ７.０ １０.０９.０８.０ （秒）



第１学年 ７ 資料の活用

中学校数学中学校数学中学校数学中学校数学

第１学年第１学年第１学年第１学年

７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用７ 資料の活用

[解答例][解答例][解答例][解答例]

中学校

年 組 号 氏名



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題①■練習問題①■練習問題①■練習問題①

(1)【解答例】 【ポイント】

・ ６０点以上８０点未満の階級の生徒が１番多い。 1番多い階級や全体の傾向に

・ 全体的に，得点が散らばっている。 目を向けて，かくといいね。

(2)

得点（点）
Ａ中学校 Ｂ中学校 【ポイント】

相対度数 相対度数 各階級の相対度数の求め方は，

以上 未満 各階級の度数を度数の総和で

１００ ～ １２０ ０.１０ ０.１７ わると求められたね。

１２０ ～ １４０ ０.２３ ０.３６ 例えば，

１４０ ～ １６０ ０.１３ ０.２０ ０点以上２０点未満の階級では，

１６０ ～ １８０ ０.３６ ０.１９ ３４÷２００＝０.１７

１８０ ～ １００ ０.１７ ０.０８ になります。

計 １.００ １.００ 同じようにして，すべての階級

の相対度数を求めればいいね。

ただし，相対度数の合計が，

１.００になるようにしないとい

けなかったね。

(3)【解答例】

・ 階級６０～８０点以上の階級を比較してみると，Ａ中学校はＢ中学校より，相対度数が

大きい。逆に，階級６０～８０点より点数が低い階級を比較してみると，Ａ中学校はＢ中

学校より，相対度数が小さい。

以上のことから，Ａ中学校の方が，全体的に高い得点の生徒の割合が高いことが分かる。

テストの結果（Ａ中学校，Ｂ中学校の１年生）



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題②■練習問題②■練習問題②■練習問題②

(1) ０以上５０未満の階級

(2) 千葉県 【ポイント】

ヒストグラムを利用すると，球場数が５番目に多い都道府県は，

２５０以上３００未満の階級に入るね。

だから，千葉県は球場数が２９２個あり，この階級に入るので，

球場数が５番目に多い都道府県は，千葉県になるよ。

(3) ８つ 【ポイント】

ヒストグラムを見ながら数えていくといいよ。

２００以上２５０未満の階級に入る都道府県は，３つ

２５０以上３００未満の階級に入る都道府県は，１つ

３００以上３５０未満の階級に入る都道府県は，１つ

３５０以上４００未満の階級に入る都道府県は，０

４００以上４５０未満の階級に入る都道府県は，１つ

４５０以上５００未満の階級に入る都道府県は，０

５００以上５５０未満の階級に入る都道府県は，０

５５０以上６００未満の階級に入る都道府県は，２つ

だから，それらを全部たすと，８つになるね。

(4)【解答例】

４７都道府県あるので中央値になる都道府県は，球場数が少ない順に並べたときの２４番

目の都道府県である。

ヒストグラムと表を使って考えると，球場数が１００未満の都道府県は２４ある。

よって，５０以上１００未満の都道府県で，最も多い都道府県を探せばよいので，

岡山県となる。以上のことから，中央値になる都道府県は， 岡 山 県 である。



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題③■練習問題③■練習問題③■練習問題③

(1) ２０.０ｍ以上２５.０ｍ未満の階級 【ポイント】

中央値は，大きい順に並べた中央の値だね。

この資料は偶数だから，２５番目と２６番目

の平均の値になるね。

大きい方の３つの階級の度数をたしてみると，

３＋６＋１７＝２６

２０.０ｍ以上２５.０ｍ未満の階級に，２５番目と

２６番目が入っていることがわかるね。

(2) 解答例 ・２５ｍ以上投げた人は，９名だった。

・２０.０ｍ以上２５.０ｍ未満の階級の度数が，一番多い。

・１５ｍ未満の人は，全体の４％だった。

・ヒストグラムや度数分布多角形を見ると，左右対称のような形になる。

・度数分布表から平均値を求めると，２０.３ｍになる。 など

(3) 解答例 ・ハンドボール投げの記録の度数分布表から，この資料の中央値が２０ .０ｍ

以上２５.０ｍ未満の階級にふくまれていることが分かる。

太郎さんの記録が１９ｍだから中央値より低いことになる。

よって，全体で見ると，太郎さんの記録は低い方である。

・度数分布表から平均値を求めてみると，２０.３ｍになる。

１年生全体の平均値より太郎さんの記録が低いので，

全体で見ると，太郎さんの記録は低い方である。

【ポイント】

度数分布表から平均値を求め，全国平均と比べるいいよ。

度数分布表から平均値を 階級 度数 階級値 階級値×度数

求める方法は，それぞれ 以上 未満

の階級ごとに，度数と階 1５.０ ～ １０.０ ２ １７.５ １５

級値をかけます。 １０.０ ～ １５.０ ６ １２.５ ７５

次に，その和を求め， １５.０ ～ ２０.０ １６ １７.５ ２８０

度数の合計でわると平均 ２０.０ ～ ２５.０ １７ ２２.５ ３８２.５

値が求められたね。 ２５.０ ～ ３０.０ ６ ２７.５ １６５

１０１５÷５０＝２０.３ ３０.０ ～ ３５.０ ３ ３２.５ １９７.５

この資料の平均値は， 計 ５０ １０１５

２０.３ｍになるよ。



第１学年 ７ 資料の活用

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題[解答] 年 組 号 氏名

■練習問題④■練習問題④■練習問題④■練習問題④

(1) Ａ中学校の太郎さんの記録は，７.８秒なので，７.５秒以上８.０秒未満の階級に入る。

Ｂ中学校のけいたさんは速い方から数えて６０番目の記録である。Ｂ中学校の８.０秒未満

の記録の生徒は，度数分布表から５０人である。だから，けいたさんは８ .０秒以上８ .５秒

未満の階級に入る。

よって，５０ｍ走の記録は，太郎さんが速い。

【ポイント】

太郎さんは，記録からどの階級に入るのか考えるのに対して，

けいたさんは，順位が分かっているので，度数分布表からその

順位が入る階級を読まないといけないね。

度数分布表の見方を変えないといけないね。

(2)

Ａ中学校

Ｂ中学校

(3) 解答例１ 生徒の人数は大きく違うが，全体として，Ａ中学校もＢ中学校も５０ｍ

走の結果は，同じ傾向にあると考えてよい。

解答例２ Ａ中学校もＢ中学校も，８.０秒から８.５秒の階級がもっとも多い。

０

０.０５

０.１０

０.１５

０.２０

０.２５

（相対度数）
０.３０

６.０ ７.０ １０.０９.０８.０ （秒）
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